
まずは自分で問題を解いてみましょう。その後，解説を読みましょう（問題の内容を学
習する学年も示しています）。わからない時は，解説にある の解決する際のポイント
を参考にして再挑戦してみましょう！

１年生の
学習内容です。

問３ 下は，資料をもとに発表する内容について考えているときの，悠さんと陽さんと先生の会話
の一部である。

（1）会話文中の（Ｃ），（Ｄ）に，適切な語句を入れよ。
（2）会話文中の〔 〕にあてはまる内容を，「子」という語句を用いて，簡潔に書け。

【理科①】



まずは自分で問題を解いてみましょう。その後，解説を読みましょう（問題の内容を学
習する学年も示しています）。わからない時は，解説にある の解決する際のポイント
を参考にして再挑戦してみましょう！

２年生の
学習内容
です。

やや難

問３ 実験後，光合成について関心をもった友さんは，光合成で使われる
物質を調べる実験を行った。下の 内は，その実験についてまと
めたものの一部である。試験管Ｒに対して試験管Ｔを用いたように，
調べようとすることがら以外の条件を同じにして行う実験を何とい
うか。また，文中の下線部からどのようなことがわかるか。その
内容を「光」という語句を用いて，簡潔に書け。

友さんは，光合成について調べるために，鉢植えしたポトスの，ふ入りの葉を使って実験を行っ
た。下の 内は，その実験の手順と結果である。

はち

【理科①】



福岡県立高校入試問題の難問にチャレンジしよう！【理科】①

【考え方２】 それぞれの試験管から，わかる情報を整理する。

光合成で使われる物質を調べるためには，試験管Ｒと試験管Ｓ以外に，葉を

入れない試験管Ｔを用意し，比較して検証する必要があります。

ポイント

（答）
光が当たっているときは，タンポポの葉が二酸化炭
素を取り入れていること。

次のような考え方で解きます。

【問３（１）】 図からわかることを整理する。

動物の体の特徴と生活場所を関連付けて，共通点や相違点を考えましょう。ポイント

（答）体内で子としての体が
できてからうまれる

【問３（２）】 胎生と卵生のちがいを説明する。

（答）（Ｃ） うろこ

（Ｄ） 乾燥

次のような考え方で解きます。

⇒水を通しにくい⇒乾燥に強い⇒両生類に比べ，陸上

生活に適している。 【関連付け】

【再確認】 胎生と卵生のちがいを再確認しましょう。
卵生･･･雌が体外に卵を産み，その卵から子がかえること。

※魚類や多くの両生類は体の外で受精する。ハチュウ類と鳥類の多くは雌の体内で受精が起こった後
に卵（受精卵）を産む。

試験管Ｔは，石灰水が白くにごったことから，光
によって，二酸化炭素はなくならず残ったままに
なっていることがわかる。⇒光合成には葉が必要

試験管Ｓは，アルミニウムはくでおおっている
ことから，光があたらないと試験管内の葉は光
合成を行えず，二酸化炭素が残っていることが
わかる。 ⇒ 光合成には光が必要

（答）対照実験
ある条件について調べるために，調べたい条件以外の条件を同じにして別に行う実験のこと。

【考え方１】 用語の意味を正しく理解しましょう。

石灰水が白く
にごらなかっ
た。

石灰水が白く

にごった。

石灰水が白く

にごった。

３本に息を吹き込む（二酸化炭素を入れる）

【３本の試験管の結果からわかること】

条件を整理すると

試験管Rと試験管Sの２本だけの実験では

不十分であることに気付くことが大切です。

ポイント

やや難

めす

たいしょうじっけん

葉
が
あ
る

ハチュウ類の体表は
かたいうろこでおおわれ
ている。



２年生の
学習内容です。

酸化銅と炭素の粉末の混合液を加熱したときの変化を調べる実験を行った。下の

内は，その実験の手順と結果である。※一部抜粋

塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜ合わせたときの，水溶液の性質を調べる
実験を行った。下の 内は，その実験についてまとめたものである。

問１ 下線部の操作を行う理由を，「試験管Ａに，」という書き
出しで，簡潔に書け。

難問

３年生の
学習内容です。

【理科②】



福岡県立高校入試問題の難問にチャレンジしよう！【理科】②

【考え方１】 ビーカ－XとZのイオンモデルの変化から，ビーカーY内のイオンモデルを考える。

ビーカー内の液性の変化を，イオンのモデルと関連付けて考えましょう。ポイント

① ビーカーZ内には，ナトリウムイオン が３つあることに着目する。

② ビーカーXに，B液を6.0ｍL入れる→ を3つ加えることを考える。

→ビーカーY内は，青色（アルカリ性）である。

→ビーカーＹ内では， の2つが水になる。

このとき，ビーカーY内には， が2つと が3つ残っている状態になる。

③ ビーカーYに，A液を1滴ずつ加える。つまり， を加えることになる。

④ ビーカーY内では， の1つが水になる。

⑤ ④の結果，ビーカーZには， が3つ残ることになり，問題文のビーカーZ

（中性）になる。

（答）

実験の基礎的な操作を習得するとともに，操作目的を正しく理解しましょう。ポイント

（答）
（試験管Ａに，）空気が入らない
ようにするため。

【考え方】 この実験でどのような化学変化が起こるのかを考える。

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

もっと詳しく！！

物質の酸化や還元の実験においては，酸化や還元は酸素

が関係する反応であることを理解することが大切です。

この実験では，酸化銅が炭素によって酸素が奪われ，銅に

なる化学反応が起こります。

酸化銅 ＋ 炭素 銅 ＋ 二酸化炭素

加熱後にゴム管をピンチコックでとめるのは，冷める間に

銅が酸素にふれて再び酸化してしまうのを防ぐため。

酸素が奪われる
（還元）

【考え方2】 上の【考え方】を図で表すと，下のようになる。

難問

B液を加える A液を加える

アルカリ性
中性

ビーカーY内では が
水になり が2つ， が3つ残る。

ビーカーZ内では が水になり
が3つ， が3つ残る。

水

が水になる
ので残りは



１年生の
学習内容です。

問４ 下の 内は，観察後，明さんが，堆積岩について調べた内容の一部である。
文中の下線部のようすを，「石灰岩」，「チャート」の２つの語句を用いて，
簡潔に書け。

堆積岩が固まってできた岩石を堆積岩という。堆積岩のうち，貝殻やサンゴなど
が堆積してできたものを石灰岩，海水中をただよう小さな生物の殻などが堆積して
できたものをチャートという。石灰岩とチャートは，うすい塩酸をかけたときのよ
うすから見分けることができる。

【理科③】



下は，観察記録をふまえて考察しているときの，鈴さんと涼さんと先生の会話の一部
である。また，図３は，天体シミュレーションソフトの画面を模式的に示したものである。

３年生の学習
内容です。

問３ 会話文中の（②）にあてはあまる内容を，簡潔に書け。

問４ 会話文中の（③）にあてはあまる内容を，「公転」という語句
を用いて，簡潔に書け。 やや難

【理科③】



福岡県立高校入試問題の難問にチャレンジしよう！【理科】③

【考え方1】 地球と金星との距離の関係について考える。

【考え方２】 金星の形や大きさが変化することと地球に対する金星の公転する位置関係と関連付けて

考える。

石灰岩とチャートのでき方や主成分から，結果のちがいを正しく理解しましょう。ポイント

（答）
石灰岩は気体が発生

するが，チャートは気体
が発生しない。

【考え方】 石灰岩とチャートのちがいを整理しましょう。

貝殻やサンゴが堆積してできた岩石

主成分：炭酸カルシウム【化学式：CaCO₃】

かたさ：傷がつきやすい

海水中をただよっている小さな生物の殻

が堆積してできた岩石

主成分：二酸化ケイ素 【化学式：SiO₂】

かたさ：石灰岩よりもかたい
塩酸に反応する。

【気体（二酸化炭素）が発生する。】 塩酸に反応しない。

【気体は発生しない。】

地球に対する金星の公転する位置関係と金星の形や大きさが変化することを

関連付けて考えましょう。

（答） 金星は，地球より内側を
公転している。

ポイント

（答） 金星は，地球に近づいている。

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

【石灰岩】 【チャート】

さらに詳しく！！ （発展）

石灰岩と塩酸の化学変化を化学反応式で表すと･･･

CaCO₃ ＋ 2HCｌ CaCl₂ ＋ H₂O ＋ CO₂

炭酸カルシウム 塩酸 塩化カルシウム 水 二酸化炭素

太陽系の惑星の公転軌道は，太陽を中心に

【太陽→水星→金星→地球→火星→木星→土星

→天王星→海王星】

の順になる。

左図と関連付けると
金星は，①→④の順で，
地球に近づいて
いることがわかる。

関連付
けて考
える

近い

遠い

やや難

大きい

小さい

地
球
か
ら
の
距
離

金
星
の
見
え
る
大
き
さ

くわしく くわしく



１年生の学習内容です。

問４ 実験後，ばねＡ，ばねＢ，糸ａ，ｂを用いて，質量100ｇの物体Ｐをもち上げ，
図３のように静止させた。図４は，静止させた物体Ｐにはたらく重力とつりあ
う力Ｆを，矢印で示したものである。力Ｆを，糸ａが物体Ｐを引く力と，糸ｂ
が物体Ｐを引く力に分解し，それぞれの力を解答欄の図４に力の矢印で示せ。
また，図３のばねＡののびが9.6cmであるとき，図３のばねＢののびは何cmか。
ただし，糸の重さと糸ののびは考えないものとする。

電熱線ａと電熱線ｂを用いて，図１の回路をつくり，

電流の大きさと電圧の大きさを調べる実験を行った。

実験では，電源装置の電圧を3.0Ｖにして，回路を流れ

る電流の大きさと回路の各部分に加わる電圧の大きさ

を測定した。このとき，回路を流れる電流は60ｍＡで

あり，アイ間に加わる電圧は1.2Ｖであった。ただし，

電熱線以外の抵抗は考えないものとする。

２年生の学習内容です。 難問

難問

【理科④】



福岡県立高校入試問題の難問にチャレンジしよう！【理科】④

【問４（１）】 電熱線ｃの抵抗の大きさを以下の手順で考える。

直列回路における電流・電圧・抵抗の大きさを，図からわかる情報と関連付けて考えましょう。ポイント

（答）

（１）１０Ω  （２）５４ Ｊ

図や表から必要な情報を読みとり関連付けて，力の働きや規則性を考えましょう。ポイント

【問４①】 図4のマス目を使って力Fを，糸aが物体Pを引く力と，糸ｂが物体Pを引く力に分解する。

【問４②】 表と図４の情報からばねBののびを求める。

【表】から，ばねAののびが９．６cmなので， のようにおもり４個をつるした状態

と同じになる。 【図4】から，分解した力については，ばねAののび：ばねBののび＝

４：３の関係になるので，ばねBののびはおもりを３個つるした状態と同じになる。

【表】からおもり３個のとき，ばねBののびは， のように２．４cmとなる。
（答）

２．４cm

↑
0.06A

（60ｍA）

3.0V

3.0V

1.8V 1.2V

30Ω 20Ω

①電源装置の電圧（3.0Ｖ）は，各電熱線

ａ，ｂの電圧の和に等しいことから

電熱線ｂ＝3.0Ｖ-1.2Ｖ＝1.8Ｖとなる。

②電熱線ａ，ｂの抵抗の大きさを求める。

抵抗（Ω）＝電圧（Ｖ）÷電流（Ａ）より

電熱線ａ：1.2Ｖ÷0.06Ａ＝20Ω

電熱線ｂ：1.8Ｖ÷0.06Ａ＝30Ωとなる。

↑
0.1A

（100ｍA）

【問４（２）】 図２の回路に３分間電流を流したときの回路全体で消費した電力量を考える。

回路全体の抵抗の大きさを求める。

3.0Ｖ÷0.1A＝30Ωである。

全体抵抗＝電熱線ａ（Ω）＋電熱線ｃ（Ω）

となるので，

電熱線ｃ（Ω）＝30Ω-電熱線ａ（20Ω）

＝10Ωとなる。

（1）電熱線ａ，ｂの電圧の大きさを求める。

（2）図1の情報をもとに，図2を考える。

電力量〔Ｊ〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｓ〕

=電流（Ａ）×電圧（Ｖ）×時間（ｓ）

＝0.1Ａ×3.0Ｖ×180ｓ＝54Ｊ

※3分を180秒

にして考えます。

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

（答）図４において，
①力Fを対角線とする

黄色の平行四辺形
をつくる。

②図のように，平行四
辺形の２本の
が分解した力となる。

関連付けて考える

難問

難問

4マス分

3マス分

20Ω

30Ω-20Ω


